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 第２ 章 明石市の概況と 緑を取り 巻く 状況 

２ －１ ． 明石市の概況 

（ １ ） 社会条件 

① 位置 

明石市は、 明石海峡と 淡路島が目の前に広がる兵庫県南部中央に位置し 、 東経 135 度

の日本標準時子午線が通過し ているこ と から 、「 子午線のまち」、「 時のまち」 と し て全国

に広く 知ら れています。  

市の東部及び北部は神戸市（ 垂水区、 西区） に、 西部は加古川市、 稲美町、 播磨町に

接し ています。 また、 神戸市から は 20km圏域、 大阪市から は 50km圏域に位置し ていま

す。  

 

 

 

 

 

 

図 6： 明石市位置図 
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② 土地利用 

明石市の土地利用の変遷をみると 、 昭和 51( 1976) 年度の時点では市内の中部及び西部の

一帯に田等の農用地が広がっ ていまし たが、 年を 経るごと に建物用地が増加し ていき 、 農

用地は減少し 、 現在は点在し て残っ ている状況です。 樹林についても 、 大久保北部にあっ

た樹林は現在、 明石ク リ ーンセンタ ーの最終処分場と し てなく なっ ています。  

現在の明石市は、 市域の大部分が建物用地と し て利用さ れ、 特に東部においてそれが顕

著と なっ ています。 市の中部及び西部においては、 田等の農用地が点在し 、 農地に隣接し

て河川地及び湖沼（ ため池） が立地し ています。 市の北部においては、 松陰新田、 金ケ崎

地区を中心に森林（ 樹林） が立地し ています。  

 

 
 

図 7： 土地利用の変遷 

 
注１ ） データ の作成年度によ り 、 土地利用種別の項目は異なる が、 こ こ では 11 区分に統合し て整理し ている。  

出典） 国土交通省国土計画局 参事官室「 国土数値情報 土地利用細分メ ッ シュ データ 」（ データ 作成年度: 昭和 51 年度、 平成

3 年度、 平成 18 年度）  
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③ 人口 

明石市の人口は、 過去 10 年間、 29 万人超でほぼ横ばいで推移し ていますが、 高齢化

率を みると 年々増加し てきており 、 平成 22 年 4 月 1 日現在、 20. 8％と なっ ており 、 超高

齢社会を 目前に控えています。  

地域別にみると 、 明石東部地域及び西明石地域では人口が減少傾向にあり 、 特に明石

東部地域では高齢化率が 25％程度と 、 他地域と 比較し て 5 ポイ ント 程度高く なっ ていま

す。  

大久保地域及び魚住地域では人口が増加傾向にあり 、 二見地域はほぼ横ばいで推移し

ています。 こ れら の３ 地域の高齢化率はいずれも 20％弱と なっ ています。  

 
 

 

 

 
 

図 8： 明石市全体及び地域ごと の人口及び高齢化率の推移（ 平成 11( 1999) 年～平成 22( 2010) 年）  

 

注１ ） 各年 4 月 1 日現在の値。  

出典） 明石市統計書（ 平成 11 年版( 1999 年) ～平成 21 年版( 2009 年) ） 及び明石市Ｈ Ｐ 統計情報（ ht t p: //www. ci t y. akashi . hyogo. j p/ 

soumu/j _ kanr i _ ka/i _ t oukei /document s/communi t y_ j i nkou1004. pdf ） の「 コ ミ ュ ニティ 区別住民基本台帳人口」 及び「 コ

ミ ュ ニティ 区別人口の特性（ 住民基本台帳人口）」 から 地域別に再集計し た。  
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（ ２ ） 自然条件 

① 地勢 

明石市の面積は 49. 25km2、 周囲は 60. 4kmです。 最長距離は、 東西 15. 6km（ 海岸線は

15. 9km）、 南北 9. 4kmであり 、 瀬戸内海に面し た東西に細長いまちを 形成し ています。  

明石市は、 播磨平野の東部に位置し 、 周辺は印南台地と 呼ばれる河岸段丘と なっ てお

り 、市域の最高地が標高 94. 6ｍ（ 大久保町松陰） と 、比較的平坦な地形と なっ ています。  

 

  
図 9： 明石市地形図 

 

  
図 10： 断面図 

http://www.city.akashi.hyogo.jp/
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② 気候 

明石市は、 年平均気温 15. 9℃、 年間降水量 1, 062 ㎜、 年間日照時間 2, 000 時間（ いず

れも アメ ダスデータ 、 平成 13( 2001) 年～平成 22( 2010) 年の平均値） と 、 全国的にみて比

較的温暖で雨が少なく 、 日照時間が長い地域です。  
 

 
図 11： 明石市の降水量と 平均気温 

出典） アメ ダス観測所（ 明石： 明石市二見町南二見）、 平成 13( 2001) 年～平成 22( 2010) 年の平均値 

 
 

③ 水系資源 

明石市は、 東西に長く 瀬戸内海に面し ており 、 海岸線の多く は砂浜・ 砂利浜が形成さ

れています。 市域の東西にわたっ て、 ほぼ等間隔で河川が流下し 、 市域の中西部には、

107 箇所も のため池が立地し ています。  
 

 
図 12： 水系資源位置図 
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（ ３ ） 文化･歴史条件 

① 歴史 

明石市は、 100 万年前頃に生息し ていたアカ シゾウ（ アケボノ ゾウ） の化石や、「 明石

原人」 の腰骨が発見さ れるなど、 豊かな歴史を 有する地域です。 当地域には数万年前の

旧石器時代には人が住み始めたと いわれ、 大久保町西脇や藤江から は石器や土器等が出

土し 、窯跡や古墳が築かれるなど、古代から の歴史が脈々と 息づいています。先史から 、

古代・ 中世を 経て近世へと 明石のまちは発展を 遂げていき ます。 江戸時代には小笠原家

10 万石（ 後に松平家 8 万石） の城下町と し て栄えまし た。 阪神と 播磨と の接点に位置す

ると いう 恵まれた地理的条件を 生かし 、 交通の要と し ての役割を 果たし てき まし た。  

明石市市域は、 明治 22( 1898) 年に町村制が施行さ れ、 大正 8( 1919) 年、 明石郡明石町

が明石市と し て市制を 施行し まし た。 昭和 17( 1942) 年には林崎村を 、 昭和 26( 1951) 年に

は大久保町、 魚住村、 二見町を それぞれに合併し 、 現在の市域が形成さ れまし た。  

昭和 35( 1960) 年以降は、 企業進出、 住宅開発に伴う 阪神都市圏から の人口流入などを

受け、 住宅都市・ 産業都市と し ての著し い成長を 遂げ、 今日では、 面積 49. 25km2、 人口

約 29 万人を 擁する特例市に発展し まし た。  

 

写真 5： アカ シゾウの骨格標本 

出典） 明石市立文化博物館 HP 

 

写真 6： 奈良時代の駅家
う ま や

跡と 目さ れる 長坂寺遺跡 

写真 7： 明石城と 武家屋敷（ 明治初年）  

出典） 播磨学研究所・ 明石文化財調査団『 ふる さ と 明石・ 写真帳』 

写真 8： 中崎遊園地（ 明治）  

出典） 播磨学研究所・ 明石文化財調査団『 ふる さ と 明石・ 写真帳』

 

 
 参考文献 

明石市 HP（ ht t p: //www. ci t y. akashi . hyogo. j p/）、明石市教育委員会 HP（ ht t p: //www. edi . akashi . hyogo. j p/kyoi ku/i ndex. php） 

明石観光協会 HP（ ht t p: //www. yokoso-akashi . j p/）、 明石市立文化博物館 HP（ ht t p: //www. akashi bunpaku. com/i ndex. ht ml ）  

http://www.city.akashi.hyogo.jp/
http://www.edi.akashi.hyogo.jp/kyoiku/index.php
http://www.yokoso-akashi.jp/
http://www.akashibunpaku.com/index.html
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② 地域資源 

豊かな歴史を 持つ明石市には、自然・ 歴史・ 文化に関する様々な地域資源があり ます。

特に緑地と 関わり の深い屋外空間に残る地域資源は下記のと おり です。  
 

表 6： 緑に関わる 地域資源一覧 

区分 地域資源 

自然資源 

( A- 1 )  
( A- 2 )  
( A- 3 )  
( A- 4 )  

屏風ケ浦（ 林崎～二見の海岸）  
林崎～松江海岸※２ ( 林崎､松江)  
赤石（ 松江）  
藤江の浦（ 藤江海岸一帯）  

( A- 5 )
( A- 6 )
( A- 7 )
( A- 8 )

八木海岸※３ ( 八木)  
アカ シゾウの発掘地（ 八木）  
江井ヶ 島海岸と 周辺※２ ( 江井島)  
西岡海岸（ 西岡）  

歴史

・
文
化資

源 

先史 

( B- 1 )  
( B- 2 )  
( B- 3 )  
( B- 4 )  

( B- 5 )  
( B- 6 )  
( B- 7 )  

狩口（ 大蔵谷狩口）  
上ノ 丸遺跡（ 上ノ 丸）  
稲爪神社（ 大蔵本町）  
岩屋神社（ 材木町）  

鉄
かな

船
ふね

の森（ 東藤江）  
藤江別所遺跡（ 藤江）  
藤江出ノ 上遺跡（ 藤江）  

( B- 8 )
( B- 9 )
( B-10)

( B-11)
( B-12)
( B-13)

( B-14)

カ ゲユ池古墳( 市史跡) ※１ ( 藤江)  
西脇遺跡（ 西脇）  
｢明石原人｣の発見地（ 八木）  

文
ぶん

五
ご

郎
ろ

塚
づか

（ 金ケ崎）  
赤根川・ 金ケ崎窯（ 金ケ崎）  
鴨谷池遺跡（ 鴨池）  

幣
ぬさ

塚
づか

（ 清水）  

古代 

( C- 1 )  
( C- 2 )  
( C- 3 )  
( C- 4 )  
( C- 5 )  
( C- 6 )  
( C- 7 )  

西国街道（ 大蔵谷～魚住町清水）  
太寺廃寺塔跡( 付 寺地出土瓦) ( 県史跡) ※１ ( 太寺)  
月照寺（ 人丸町）  
柿本神社( 人丸山) ※３ （ 人丸町）  
坂上寺（ 和坂）  
高丘古窯跡群( 5･6･7 号窯､8･9 号窯) ( 県史跡) ※１ ( 高丘)  
薬師院( ボタ ン寺) と 周辺※３ ( 西岡)  

( C- 8 )
( C- 9 )
( C-10)
( C-11)

( C-12)
( C-13)

仮寝の岡（ 東二見）  
弘法大師の霊水（ 東二見）  
西光寺と まちなみ※３ ( 西脇)  
江井ヶ 島漁港（ 江井島）  

名
な

寸
き

隅
すみ

の船
ふな

瀬
せ

（ 西島）  
長坂寺遺跡（ 長坂寺）  

中世 

( D- 1 )  
( D- 2 )  
( D- 3 )  
( D- 4 )  
( D- 5 )  
( D- 6 )  
( D- 7 )  
( D- 8 )  
( D- 9 )  

馬塚碑（ 人丸町）  
本松寺（ 上ノ 丸）  
西林寺（ 大蔵町）  
大蔵の旧街道のまち なみ※３ ( 大蔵中町)  
大蔵院（ 大蔵本町）  
両馬川合戦跡（ 大蔵天神町）  
朝顔光明寺（ 鍛冶屋町）  
光明寺の明治天皇行在所跡( 市史跡) ※１ , ３ ( 鍛冶屋町)  
善楽寺平清盛五輪塔（ 大観町）  

( D-10)
( D-11)
( D-12)
( D-13)
( D-14)
( D-15)
( D-16)
( D-17)

船上城跡（ 神明町）  
大久保本陣跡と まち なみ※３ ( 大久保)  
報恩寺跡（ 西脇）  
玄慶の池（ 八木）  
魚住城跡（ 西島）  
魚住古窯跡群（ 江井島～中尾）  
金ケ崎神社（ 金ケ崎）  
正覚寺（ 金ケ崎）  

近世 

( E- 1 )  
( E- 2 )  
( E- 3 )  
( E- 4 )  
( E- 5 )  
( E- 6 )  
( E- 7 )  
( E- 8 )  
( E- 9 )  
( E-10)  
( E-11)  
( E-12)  
( E-13)  
( E-14)  
( E-15)  

高家寺本堂（ 太寺）  
亀の水（ 人丸町）  
旧明石藩主松平家廟所( 長寿院) ( 市史跡) ※１ ( 人丸町)  
明石神社（ 上ノ 丸）  
妙見社（ 上ノ 丸）  
明石城跡( 国史跡) ※１ ( 明石公園)  
大蔵八幡神社（ 大蔵八幡町）  
圓乗寺（ 大蔵中町）  
休天神社（ 大蔵天神町）  
明石港と 周辺※３ ( 中崎他)  
錦江橋付近の船溜り ※３ ( 中崎)  
白雲の桜（ 桜町）  
織田家長屋門※２ ( 大明石町)  
町割り （ 中心市街地一帯）  
魚の棚※２ ( 本町)  

( E-16)  
( E-17)
( E-18)
( E-19)
( E-20)
( E-21)
( E-22)
( E-23)
( E-24)
( E-25)
( E-26)
( E-27)
( E-28)
( E-29)
( E-30)

無量光寺･蔦の細道（ 大観町）  
岬町の漁港※３ ( 岬町)  
十輪寺（ 西新町）  
望海浜※３ （ 船上町）  
立石の井（ 宮の上）  
林崎掘割渠記碑( 市史跡) ※１ ( 鳥羽)  
野々池※３ （ 明南町）  
松陰新田のまち なみと 寺池※３ ( 松陰新田)  
住吉神社( 大久保) （ 森田）  
太陽酒造※３ ( 江井島)  
太山寺道道標（ 金ケ崎）  
清水神社（ 清水）  
茨木酒造※３ ( 西岡)  
横河重陳墓( 観音寺) ( 市史跡) ※１ ( 東二見)  
二見港と 周辺※２ ( 東二見)  

近代 

( F- 1 )  
( F- 2 )  
( F- 3 )  
( F- 4 )  
( F- 5 )  

明石公園※２ ( 明石公園)  
中崎公会堂と 松並木※３ ( 相生町)  
ラ ヂオ塔（ 相生町）  
岩佐家住宅（ 鳥羽）  
藤江漁港（ 藤江）  

( F- 6 )
( F- 7 )
( F- 8 )
( F- 9 )

洋館と 御小休所※３ ( 大久保)  
鳴池記念碑（ 福田）  
寛政池紀功碑（ 西島）  
江井ヶ 島酒造※３ ( 西島)  

現代 

( G- 1 )  
( G- 2 )  
( G- 3 )  
( G- 4 )  
( G- 5 )  
( G- 6 )  
( G- 7 )  
( G- 8 )  
( G- 9 )  
( G-10)  
( G-11)  

松が丘公園※３ ( 松が丘)  
明舞団地※３ ( 松が丘)  
人丸山公園（ 人丸町）  
市立天文科学館※２ ( 人丸町)  
市立文化博物館（ 上ノ 丸）  
中崎のベラ ン ダ護岸※２ ( 中崎)  
時の道※３ （ 明石駅～明石城～人丸前駅）  
大蔵海岸※２ ( 大蔵海岸通)  
明石西公園（ 北王子町）  
浜の散歩道（ 南王子町～魚住町江井島）  
林崎漁港（ 林）  

( G-12)
( G-13)
( G-14)
( G-15)
( G-16)
( G-17)
( G-18)
( G-19)
( G-20)
( G-21)

石ケ谷公園※３ ( 松陰､大窪)  
八木遺跡公園※３ ( 八木)  
金ケ崎公園※３ （ 金ケ崎）  
淡山疎水記念碑（ 長坂寺）  
浜西のヒ メ コ マツ ( 五葉松１ 本) ( 県天然記念物) ※１ ( 清水)
西福寺･五輪石塔（ 清水）  
住吉公園※２ ( 中尾)  
中尾親水公園※３ ( 中尾)  
瑞応寺のそてつ( 12 株) ( 市天然記念物)  ※１ , ３ ( 東二見)
横河家・ 横河公園※３ ( 東二見)  

注１ ） ※１ ： 指定史跡名勝天然記念物  ※２ ： わがまち あかし 十景  ※３ ： わがまち 景観 50 選 
注２ ） 成立年代の時代区分 … 先史( B) ： 旧石器時代～古墳時代  古代( C) ： 奈良時代～平安時代  中世( D) ： 鎌倉時代～安土桃山時代  

近世( E) ： 江戸時代  近代( F) ： 明治時代～第２ 次世界大戦  現代( G) ： 第２ 次世界大戦以降 
注３ ） 表中の（ 略号） は、 図 13 中の略号と 対応し ている 。 また、 表中の背景写真は昭和初期の西八木海岸（「 ふる さ と 明石・ 写真帳」 より ）。  
出典） 石田善人監修 明石文化財調査団編集『 新明石の史跡』 明石芸術文化セン タ ー（ 1997）、  

黒田義隆『 郷土明石風土記』 明石地方史研究会（ 1997）、 明石市史編さ ん委員会『 明石市史 現代編Ⅰ』 明石市（ 1999）、  
明石市 HP（ ht t p: //www. ci t y. akashi . hyogo. j p/）、 明石市観光協会 HP（ ht t p: //www. yokoso-akashi . j p/） 他 
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図 13： 緑に関わる 地域資源分布図 

http://www.city.akashi.hyogo.jp/
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